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3
年
生
は
3
月
4
日（
日
）の

国
家
試
験
を
直
前
に
控
え
、こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
三
年
間

の
集
大
成
と
し
て
最
後
の
追
い

込
み
に
突
入
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
本
番
形
式
の
模
擬

試
験
を
昨
年
の
10
月
、11
月
と
2

回
行
な
い
、国
家
試
験
合
格
に
必

要
な
知
識
の
習
熟
度
と
課
題
を

明
確
に
す
る
こ
と
で
、弱
点
の
強

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。卒
業
に

不
可
欠
な
認
定
実
技
審
査
や
卒

業
判
定
試
験
も
終
え
、残
す
は
国

家
試
験
の
み
で
す
。柔
道
整
復
師

の
国
家
試
験
は
、柔
道
整
復
師
と

し
て
必
要
な
知
識
、及
び
技
能
に

つ
い
て
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、

2
3
0
問
か
ら
な
る
マ
ー
ク
シ
ー

ト
形
式
で
出
題
さ
れ
ま
す
。

幅
広
い
分
野
か
ら
出
題
さ
れ
る

た
め
、授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
総

復
習
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、過
去
の
試
験
問
題
に
関
す
る

様
々
な
資
料
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、試

験
問
題
の
傾
向
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ア
ム
ス
柔
道
整
復
師
養
成
学
院

で
は
、
国
家
試
験
合
格
に
向
け

て
、1
年
次
か
ら
出
題
分
野
を
系

統
立
て
て
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
し
、様
々
な
取
組
み
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。特
に
解
剖
学
、生
理

学
、柔
道
整
復
理
論
の
三
分
野
は

国
家
試
験
問
題
2
3
0
問
の
う
ち

約
50
％
に
相
当
し
、合
否
を
左
右
す

る
重
要
な
科
目
と
な
り
ま
す
。そ
こ

で
本
学
院
で
は
こ
れ
ら
の
分
野
の

底
上
げ
を
図
る
た
め
2
年
次
か
ら

集
中
補
講
を
行

な
い
、成
績
の
向

上
を
図
っ
て
い

ま
す
。そ
の
他
に

も
個
人
面
談
を

通
じ
て
習
熟
度

の
確
認
や
学
習
意
欲
を
促
す『
オ

フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
制
度
』、10
月
・
11
月

の
模
擬
試
験
の
た
め
の『
3
年
次

夏
期
集
中
補
講
』と
い
っ
た
、成
績

向
上
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

も
っ
て
国
家
試
験
合
格
に
導
き
ま

す
。

い
よ
い
よ
、国
家
試
験
ま
で
残
り

あ
と
1
か
月
を
切
り
ま
し
た
。学

生
に
悔
い
を
残
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、最
後
ま
で
全
力
で
指
導
し
、

立
派
な
柔
道
整
復
師
と
し
て
社

会
に
送
り
出
せ
る
よ
う
、教
職
員

共
々
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
家
試
験
直
前

本
番
に
向
け
た
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

ア
ム
ス
吹
田
在
宅
グ
ル
ー
プ

地
域
医
療
在
宅
部
門

地
域
医
療
在
宅
部
門

　

東
京
・
丸
の
内
１
丁
目
１
番
１

号
に
ほ
ど
な
く
完
成
予
定
の
パ
レ

ス
ビ
ル
に
、来
る
4
月
17
日（
火
）

「
ア
ム
ス
丸
の
内
パ
レ
ス
ビ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
」（
仮
称
）が
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。い
よ
い
よ

新
し
い
人
間
ド
ッ
ク
専
門
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
オ
ー
プ
ン
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、総
面
積
３
７
４

坪
の
フ
ロ
ア
を
有
し
、フ
ル
稼
働
時

に
は
最
大
１
２
０
名
の
受
診
者
の

方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

”最
上
級
“の
医
療
レ
ベ
ル（
安
全
）

と
”最
上
級
“の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

（
サ
ー
ビ
ス
）、そ
し
て
こ
だ
わ
り
抜

い
た
イ
ン
テ
リ
ア（
環
境
）を
備
え

た
受
診
環
境
で
皆
さ
ま
の
受
診
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
ご
予
約
を
受
付
中
。詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ア
ム
ス
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
、
昨
年
４
月
よ
り
上
部
消
化
管

内
視
鏡
検
査
（
以
下
＝
内
視
鏡
検

査
）
を
導
入
、
こ
れ
ま
で
延
べ

1
7
9
2
人
の
方
が
受
診
さ
れ
て
い

ま
す
（
23
年
12
月
時
点
）。
受
診
さ

れ
た
方
を
年
代
別
で
見
て
み
ま
す

と
、
40
歳
代
〜
60
歳
代
で
8
割
を

占
め
て
お
り
、
医
療
的
に
も
リ
ス
ク

の
高
い
年
代
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
で
は
、
そ
う
し
た
医
療
的
に

必
要
な
方
に
内
視
鏡
検
査
を
お
勧
め

す
る
こ
と
で
少
し
で
も
病
気
の
リ
ス

ク
を
軽
減
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。こ
れ
は
内
視
鏡
検
査
に
限
ら
ず
、

各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
に
対
し
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
の
場
合
、
食
道
、
胃
、

十
二
指
腸
を
直
接
観
察
す
る
こ
と

で
、
粘
膜
の
色
調
の
変
化
な
ど
バ
リ

ウ
ム
検
査
で
は
判
明
で
き
な
い
部
分

が
あ
る
の
も
事
実
で
、が
ん
を
は
じ
め

非
常
に
微
細
な
病
変
が
発
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
一
方

で
、食
道
や
胃
の
動
き
、
胃
全
体
の

形
状
な
ど
は
内
視
鏡
で
は
観
察
で
き

な
い
部
分
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
活
か
し
た
検
査
を
お
選
び
い
た
だ

く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、

40
歳
を
過
ぎ
る
と
バ
リ
ウ
ム
検
査
と

内
視
鏡
検
査
を
交
互
に
受
け
る
と

い
っ
た
年
齢
に
応
じ
た
検
査
方
法
も

お
勧
め
し
ま
す
。今
年
4
月
か
ら
は
、

ア
ム
ス
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

ア
ム
ス
丸
の
内
パ
レ
ス
ビ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク（
仮
称
）
で
も
内
視
鏡
検
査

を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

予
防
医
学
部
門

予
防
医
学
部
門
ア
ム
ス
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
ク
リ
ニ
ッ
ク

ア
ム
ス
ラ
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ア
ム
ス
丸
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パ
レ
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ビ
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ク
リ
ニ
ッ
ク（
仮
称
）

4
月
17
日
オ
ー
プ
ン
決
ま
る

内
視
鏡
検
査（
胃
カ
メ
ラ
）は

特
性
を
活
か
し
た
受
診
を

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
事
業

者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
の
見

直
し
が
こ
の
春
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、介
護
職
員
の
処
遇
改
善

や
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、医
療
と

介
護
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
三
年
ご
と
に
改

定
が
行
な
わ
れ
る
国
の
施
策
で
、現

在
ア
ム
ス
で
は
改
定
に
向
け
た
取

組
み
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

改
定
の
一
つ
と
し
て
、介
護
保
険
を

適
用
し
た
訪
問
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
は
、短
時
間
で
効
率

的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
、一
回
当
た
り
の
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
時
間
の
区
分
を
細
分
化
す
る

方
針
を
決
め
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
サ
ー
ビ
ス
時
間
を

短
く
し
訪
問
回
数
を
増
や
す
こ
と

で
、事
業
者
に
対
し
よ
り
多
く
の
利

用
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
た

い
と
い
う
狙
い
で
す
。し
か
し
な
が

ら
一
部
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
こ
の

改
定
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

時
間
が
短
く
な
る
た
め
、ア
ム
ス
で

は
短
い
時
間
で
も
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
二
つ
の
取

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

一つ
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
時
間
の
減
少
が
あ
っ
て

も
、こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
見
直
し

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、

時
間
効
率
の
向
上
で
す
。多
く
の
方

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

小
回
り
の
き
く
小
型
バ
イ
ク
を
導

入
し
、訪
問
回
数
の
増
加
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
小
型

バ
イ
ク
の
導
入
に
際
し
て
は
、乗
車

講
習
と
安
全
講
習
を
実
技
と
ビ
デ

オ
を
用
い
て
適
時
職
員
に
対
し
実

施
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
ケ
ア
プ

ラ
ン
見
直
し
等
に
つ
い
て
、３
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
利
用
者

皆
さ
ま
に
ご
案
内
し
、納
得
い
た
だ

い
た
う
え
で
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し

て
い
く
予
定
で
す
。

ア
ム
ス
で
は
こ
れ
か
ら
も
質
の
高
い

介
護
を
行
な
っ
て
い
く
た
め
に
、勉

強
会
や
講
習
会
を
定
期
的
に
実
施

し
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
ア
ム
ス
の
取
組
み

予
約
・
問
い
合
せ

0
3（
3
2
1
1
）1
1
7
1
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卒業判定試験を終え、国家試験を直前に控えたこの時期、学生は緊張と不安でいっぱいだと思
います。私の場合、あまり成績が良いほうではなかったので、１点でも多く取るために国家試験の
直前まで必死になって勉強していましたね（笑）。この時期までくると国家試験に向けた学習方法
やリフレッシュの仕方など、人それぞれ自分のスタイルが確立されていると思います。それ以外
のメンタル面でアドバイスをするなら、最後まで油断することなく勉強することは大事なことだ
と思いますが、その気持ちから変にチカラを入れすぎて無理な追い込みをするよりも、きちんと
睡眠時間をとってコンディションを整えることを意識することも国家試験に向けた大切な取組み
だと思います。トップアスリートが常に最高のパフォーマンスが発揮できるよう、普段から生活リ
ズムやコンディションを整えるのと同じように、国家試験当日は特別な緊張感の中、いつもと違う
環境下で、集中して230問の問題を解かなければなりません。その為には普段から生活リズム
を整え、睡眠時間を規則正しく取ることで体調を管理し、試験当日を最高のコンディションで迎
えられるよう、体調面でも万全の状態にしておくことが重要になってくると思います。

学 び の ツ ボ 国家試験のツボ

TOSHI 整骨院

松本 敏季院長　7期生（平成21年卒）
自身の怪我の治療がキッカケで柔道整復
師に興味を持つようになった松本院長。
以後、アムスに通いながら整骨院に勤務
し昨年７月にTOSHI整骨院を開院。

〒557-0041 大阪市西成区岸里 3-1- 23　TEL:06-6651-2288 TOSHI 整骨院

●受診者からのメッセージ

ア
ム
ス
柔
道
整
復
師
養
成
学
院
で
は
、国
家
試
験
に
合

格
で
き
な
か
っ
た
卒
業
生
に
対
し
て
、Ｏ
Ｂ
会
組
織（
ア

ム
ス
校
友
会
）の
協
力
の
も
と
、次
年
度
の
国
家
試
験

受
験
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
と
し
て「
国
家
試
験
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
講
座
は
国
家

試
験
の
重
要
分
野
と
な
る
、解
剖
学
・
生
理
学
・
柔
道
整

復
理
論
学
の
3
分
野
に
絞
っ
て
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

6
・
7
月
、10
・
11
月
、1
・
2
月
の
各
土
曜
日
、3
期
間

に
分
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。指
導
に
あ
た
る
の
は
、柔

道
整
復
師
の
資
格
を
取
得
し
た
ア
ム
ス
の
卒
業
生
。自

身
が
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
出
題
傾
向
の

高
い
問
題
を
抜
粋
し
、ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
講
座
を
進

め
て
い
き
ま
す
。今
年
は
6
名
が
参
加
し
、3
月
の
国

家
試
験
合
格
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ご意見

フロアの窓から見える景色が大変素晴らし
いです。また、スタッフの皆さんの対応も良く、
年１回の人間ドックが楽しみです。
（アムスニューオータニクリニック　39歳・女性）

検査の際や結果説明時は、丁寧な対応とわ
かりやすい説明で安心して受診することがで
きました。　
（アムスランドマーククリニック　55歳・女性）

自分の都合で何度も予約の変更をしてご迷
惑をおかけしましたが、その都度丁寧に対応
していただき大変感謝しています。
（アムスランドマーククリニック　47歳・男性）

初めての人間ドック受診でとても不安な気持
ちで来たのですが、先生をはじめスタッフの皆
さんが丁寧に優しく教えてくださり不安が無く
なりました。ありがとうございます。
（アムスニューオータニクリニック　35歳・女性）

今回で14回目の受診となりました。毎年次 と々
改善され良くなってきています。ただ、希望通り
の日に予約できないのが残念です。良い施設
だから人気があるので仕方ありませんが…。
（アムスニューオータニクリニック　58歳・女性）

慢性腎臓病を早期に発見する「ｅＧＦＲ検査」
４月から基本検査項目に追加

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は
、生
活
習
慣
や
年
齢
、性
別
、家
族

歴
、疾
患
な
ど
に
応
じ
て
ご
受
診
い
た
だ
く
と
大
変
有

効
な
検
査
と
な
り
ま
す
。ア
ム
ス
で
は
、オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
の
中
で
も
特
に
死
亡
原
因
の
多
く
を
占
め
る「
が

ん
」「
動
脈
硬
化
」に
関
す
る
検
査
で
、一
度
も
受
診
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
方
に
向
け
た『
医
師
が
お
勧
め
す
る
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
早
見
表
』を
作
成
、人
間
ド
ッ
ク
を
ご
予

約
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
配
布
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

性
別
や
年
代
に
応
じ
て
、ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
が
お

勧
め
な
の
か
を
一
覧
で
見
や
す
く
し
た
も
の
で
す
。も
ち

ろ
ん
、お
勧
め
理
由
も
ア
ム
ス
の
医
師
に
よ
っ
て
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

お
手
も
と
に
届
い

た
際
に
は
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

医
師
が
お
勧
め
す
る

『
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
早
見
表
』を
配
布

『
大
阪
市
北
地
区
柔
道
大
会
』で

見
事
優
勝
！

昨
年
11
月
3
日（
祝
）に
講
道
館
大
阪
国
際
セ
ン
タ
ー
に
て

『
第
32
回
大
阪
市
北
地
区
柔
道
大
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
な
わ
れ
る
団
体
戦

と
、段
位
別
で
行
わ
れ
る
個
人
戦
が
あ
り
、今
回
、団
体
戦

に
お
い
て
本
学
院
生
が
見
事
、優
勝
を
果
し
ま
し
た
。団
体

戦
で
は
初
戦
か
ら
4
回
戦
ま
で
危
な
げ
な
く
勝
ち
進
み
、決

勝
も
4
対
1
と
勝
利
。優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。大
会
当
日
は
、日
頃
の
練
習
の
成
果
と
優

勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
、

大
変
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

昨年11月27日（日）に学園祭の一環として、
「ユニバーサル・スタジオ・ジャパン参加ツアー」
を開催しました。学園祭は普段あまり接する機
会が無い他学年と親睦を深めるべく、これまで
にもソフトボール大会やボーリング大会、学術大
会への参加や、食事会など様々な行事を毎年企
画しています。今年は昨年と同じく「ユニバー
サル・スタジオ・ジャパン参加ツアー」を開催。
当日は曇りながらも暖かな
一日となり、参加した60
名の学生たちも生徒間の
結束を深める楽しい学園
祭となりました。

ＵＳＪにて親睦を図る学 園 祭

アムスでは、人間ドック基本検査項目に今年 4 月 2 日 ( 月 ) より「ｅＧＦＲ
(推算糸球体濾過量 ) 検査」を追加導入いたします。これにより皆さまの
腎臓機能を簡便かつ、より正確に診断できるようになります。
腎臓とは尿を作る器官で、体内の水分量や電解質の調整と老廃物（体内の
代謝によって生じる不要になったもの）を尿中へ排泄する機能があります
が、この老廃物を尿中へ排泄する能力を計算値で求め、この値によって腎
臓の働き具合を調べる検査が「ｅＧＦＲ検査」になります。現在、日本には
約 1,330 万人の慢性腎臓病患者がいると考えられ、新たな国民病とも
言われています。慢性腎臓病は初期には自覚症状が無く、放置すると末
期腎不全になるため、早期発見が重要です。

わたしの仕事観わたしの仕事観

「利用者に適したケアプランを作るには家族背景や介護費用など、
病院勤務時と比べて一歩二歩とその人の人生に踏み込んでいく
ものなので、心を開いてお話ししていただけるよう円滑なコミ
ニュケーションを常に意識しています」と語るのは吹田在宅グ
ループでケアマネージャーとして勤務している中井幸代さん。中
井さんは一般病院に看護師として勤務した後、平成11年に訪問
看護師としてアムスに入職。その後平成18年に介護支援専門
員の資格を取り、ケアマネジャーとして要介護認定を受けた方へ、
さまざまな状況に応じた適切な介護計画を策定しケアプランを
作成しています。“皆んなが笑顔になる介護”を志しているとい
う中井さんは「利用者だけでなく、家族からも今後どのような介
護をしたい、されたいかをしっかりと踏み込んでお聞きすることで、

皆んなが理想とする介護プランに最も近
いものをご案内できます。それが皆ん
なが幸せになる介護への第一歩で
す」と語ります。「理想に沿った適切
なプランを提供するためには、情
報収集は必須であり、アンテナを
常に張りわからないことは調べて
勉強するのが日常です。」と日々の
努力は絶やしません。
「利用者やその家族から、やる気や諦めない気持などたくさんの
想いを与えてもらえることがこの仕事の喜びです」と中井さんは
笑顔で語ります。

“皆んなが笑顔になる介護”を日々実践

アムス吹田在宅G  ケアプランセンター 主任 　ケアマネージャー 中井 幸代 

地
域
医
療
在
宅
部
門

地
域
医
療
在
宅
部
門

登
録
ヘ
ル
パ
ー

23
年
度
の
年
間
稼
働
数
上
位
者
表
彰

昨
年
12
月
9
日（
金
）に
吹
田
在

宅
グ
ル
ー
プ
で
は
茶
話
会
を
開

催
し
ま
し
た
。茶
話
会
と
は
、同

事
業
所
で
働
く
登
録
ヘ
ル
パ
ー

の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
場
の
提
供
と
、慰
労
の

目
的
で
、年
に
2
回
夏
と
冬
に
開

い
て
い
る
会
の
こ
と
で
、今
回
も

多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

冬
の
茶
話
会
を
開
催

ア
ム
ス
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
登
録
ヘ
ル

パ
ー
の
年
間
稼
働
数
上
位
者
と
し
て
12
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。こ
れ
は
毎
年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、よ
り
多
く

の
利
用
者
の
方
へ
貢
献
さ
れ
た
ヘ
ル
パ
ー
に
対
し
て
感

謝
の
意
を
表
す
と
共
に
、今
後
も
継
続
し
て
利
用
者
満

足
度
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
行

な
っ
て
い
ま
す
。

アムスホームヘルパーステーション様

明けましておめでとうございます。今年
もよろしくお願いします。年末はお忙
しいところ色々アドバイスしていた
だきありがとうございました。
感謝の気持ちでいっぱいです。
おかげで 2012 年は気持ち
よく迎えられました。
今後とも宜しくお願い
します。

利用者からのお便り

～大阪府吹田市在住のご利用者様より～

伊
藤 

悦
子
さ
ん

大
平 

ツ
ヤ
子
さ
ん

土
井 

耀
子
さ
ん

小
松 

弘
子
さ
ん

嘉 

恵
子
さ
ん

田
所 

清
子
さ
ん

小
林 

寿
子
さ
ん

北
原 

美
智
子
さ
ん

道
崎 

博
さ
ん

古
木 

祐
喜
子
さ
ん

山
下 

多
津
子
さ
ん

小
川 

由
紀
代
さ
ん　  

（
表
彰
順
）

おめでとうございます

卒
後
も
サ
ポ
ー
ト

「
国
家
試
験
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」


